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進行中のブ岱ジェクト計漂11とフィードノミック実験に基づく

計澱ヂータベース活賠方式の提案

神谷芳樹1.2ぺ菊地奈穂美2 松村知子大杉箆樹門間続人肥後芳樹井上克郎松本健一I

実フィールドで、のプ口、ジェクト計測の試みにもとづ、いて，プロジェクト計測データベースを

活用したプロジェクト途中で、の計測データによるプロジェクト予測とそのプロジェクト運営へ

の反映手法を提案する.筆者らは庭学官連携による新しいソフトウェア工学研究の枠組み

宏構築し，ここで、実フィーノレドデータの収集環境安構築し， 2種類のプロジェクト計測を実現

した.一つは多数の終了済みプロジェクトのベンチマークデータ収集で，もう一つは進行中

のフcロセスとプロタvクトの推移を示すデ、ータの自動収集とその分析結果のフcロジェクト運営

へのフィードパック実験である.

し吋sれの計測も試みの中でその有用性が実証されつつあるが，本論ではこの一連の活

動を鳥轍しながら発展させて，動的なプロセスとフcロダ、クトの推移を計測したデ、ータベース

とフcロジェクト終了後の静的なベンチマークデータによるデータベースを合わせて構築し，

これをプロジェクト途中までに得られる静的なベンチマークデータをキー情報とした協調フ

ィルタリンク守技術によってプロジェクト予測と運営に活用する手法を提案する.

あわせてこの提案の環境実現のために時始した新たな実験計画について報告する.

A Propos器Ito Utilize Project Measurement D説畠b器seb震sed0丹
an Empiric量IMe昌surementand Feedb昌ckTrial 

Yoshiki Mitani IぺNahomiKikuchi2， Tomoko Matsumural， Naoki OhsugilラAkitoMondenl， 
Yoshiki Hig03， Katsuro Inoue3， Ken-ichi Matsumotol 

This paper proposes a new method for building a database of project measurements using 

both in-process measurements of process and product and post-process benchmarks. It also 

proposes a way to use these measurements for generating project estimates using 

collaborative filtering technology and interim benchmark data from a new project. In other 

words， this paper proposes first to identi行 simil釘 projectgroups through collaborative 
filtering of the benchmark database， and then to develop project predictions or estimates 
based on the measurements of process and product for similar projects retrieved from the 

database. 

The paper describes the Empirical Project Monitor (EPM)， a project measurement system. 

It presents experimental results from use of EPM in a govemmental project with 

collaborative multi-vendor development. It also describes a pr吋ectaimed at collecting 

benchmark data from software projects that has collected data from over 1000 projects in 15 

software pr吋ects.The paper aIso introduces a method for data analysis using coIlaborative 

filtering technology that has proven effective for data sets with missing elements. This paper 

describes a generaI method for performing analysis and predictions of so氏waredevelopment 

projects. Based on the described research， this method uses dynamic measurements of 
software process and a database of project measurements， along with collaborative filtering 
technology. We propose to verify this method experimentally in future research. 

↑奈良先端科学技術大学院大学独立行政法人情報処淫

推進機構ソフトウェア・エンジニアリング・センター三大阪大

学大学院3Nara Institute ofScience and Technology 
(NAlST)l，Information-technology Promotion Agency， Japan 
(IPA)，So会wareEngineering Center (SECl，Osaka University3 

1.はじめ!こ
本論ではまずこの提案の基礎となる手法とそれぞれ

に対する筆者らの実証状況について全体を鳥轍する.



36 ソフトウェアエンジニアリング、最前線2006

次いでこれらを統合・発展させた新しい手法を提案す

る最後にこの方式の実誌を呂指す新しい計画につい

て報告する.本研究の背景に，従来実現の難しかった

ソフトウェア開発の現場データの遊学による共有を実現

し，データに基づいた工学の展開を図りたいという3齢、

意図がある.

はじめに， Empirical Approach to Software 

Engineering (EASE)と名づけた学界に軸足を持つ産学

連携フロロジェクトで、開発したフ。ロセスとプロタすクトの推移

計測のためのEmpiricalProject Monitor(EPM)と名づけ

た計測プラットフォームの考え方と機能，構成について

示す1-4次にこれを中心iこ他のツーノレを組み合わせて

「先進ソフトウェア開発フ。ロジェクト(先進フ。ロジェクト)J 

と名づけた政府発注のマルチベンタゃフeロジェクトに適

用したプロジェクト計測の実証笑験の成果について示

す5-9 次いで、，ソフトウェア工学の調査研究に関して新

設された産業界に軸足を持つ産学連携組織のソフトウ

ェア・エンジニアリング・センター(SEC)によるベンチマ

ークデータの収集について紹介する10・11 次にこのデ

ータベースに対して協調フィルタリング?技術省?応用した

欠損を含むデータセットの分析法について述べる.具

体的にベンチマークデータベースにこの技術を適用し

た過去フ。ロジェクトのク守ルーヒ。ンク、、作業について紹介

する.次に， SECのベンチマークデータベースと，上述

の先進フ。ロジェクトのプロジェクト途中までに得たベン

チマークデータを組み合わせて，この協調フィルタリン

グ分析手法をプロジェクト予測に活用する試みについ
て示す12-14

そして，これらの技術と実証実験での成果をもとに動

的なプロセスとプロダクトの計測データベースを活用す

る新しい分析手法について提案する.

最後に筆者らが進めている本提案の実証のための

計画を紹介する.

2.進行中のプロジェクト計測プラットフオ

ーム三PM
EPMは構成管理ツール，障害追跡ツール，メーリン

グリスト管浬ツーノレなど‘の開発管瑛ツールを介して，ソ

ースコード、と，ソースコードに対する多くの操作，すなわ

ちソフトウェア開発のフ。ロセスとフ。ロダ‘クトの推移に関す

る基本的な情報を自動収集する.EPMの出力例を図 l

に示す.

EPMは収集した情報を X}，仏の標準データ形式に

変換したのち，分析に供するためにリレーショナノレデー

タベースに格納する.そのデータから EPMのアナライ

ザ機能が，国:の併では，左上から機軸を時間軸;こ，

チェックイン・チェックアウトの契機とチェックアウトの鎮

度，複数のモジューノレのソースコード行数の推移，試

験工程での障答件数の累積，平均滞留時間，残存揮

客数の推移，そしてメールの件数の推移とチェックイン

契機および重要な障害発生契機を重ねたグラフなど基

本的な情報を可視的に表示する.この他に信頼度成

長曲線と実際の障害件数の推移を重ねたグラフなども

ある.

EPMによって鰐発フ。ロジェクトは，構成管理，障筈追

跡，メーリングリスト管理のようなソフトウェア揮発のため

の基本的な管理ツールを使用するだけで，特に計測に

ついて意識することなく自動的にプロジェクトデータを

計測し，その分析結果を可視的に得ることができる.こ

の点が従来の計測法にない優れた特徴であり，またこ

れらの情報をプロジェクト途中で、得て，ブ。ロジェクトマネ

ジメントに反映してゆくことができる点が利点である.
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関1 エンピリカル・プロジェクト・モニタの表示例

Fig.l EPM Display Example 

3.進行中のプロジェクト計測実験
3.1.実験の概要

プロジェクト計測の実証フ。ロジェクトとして選択した先

進フ。ロジェクトは， 2005年春に開始された政府予算に

よる中規模プロジェクトで，実験用の「プローブ情報プ

ラットフォームjを開発する.開発体制として，自動車メ

ーカ， ITベンダなど7社が法律にもとづく研究組合を構

成し，ここで、実験用のフ。ラットフォームを開発し，実際に

プローブ情報システムとしてのリアルタイムの実験を行

う.入力は，乗用車やパス，トラック，タクシーなどの各

穏車両をプローブカーとした車両位置情報などで，出

力はこれらの情報をクレンジング，融合処理したリアル

タイムの国民生活に有意な情報である.開発と実験の
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期間は2年間で，この間に2フェーズの、ンステム際発と

実験が仔われる.

ソフトウェアの開発は広域マルチベンタず開発で，研

究組合を構成する大手ITベンダ6社が分担する.その

うち 1社がもっぱらフ。ロジェクトマネージャ(PM)の役割

を果たす，また研究組合の 1社は大手自動車メーカで

ユーザの視点からプロジェクトの婆求定義や評価の役

割を果たす.研究組合を構成する各企業はこの領域で

ライバルであり，本計画ではお互いに競争領域と協調

領域を峻別し，競争領域では情報を秘匿し，協調領域

では情報共有を図りながらすすめる.たとえば，詳細設

ソースコード，プログラム出来高(ソースコード行

数)は各社間で秘匿される.PMだけは各社の出来高

を知ることが出来る.このような環境でPMにはある程度

のフずラインドマネジメントが3齢、られる.各社単体開発
工程は自己申告ベースの予実管理で進められ，宇土間

結合試験工程になって，共通の結合試験環境に各サ

ブシステムが統合されてから，開発された各プログラム

の状況を皆で共有することになる.図 2に自己申告方

式の進捗報告様式例を示す.工程毎に計画時に予定

を申告し，週次で実績，累積，消化率を報告する.報

告値は設計工程で、は作成ドキュメントのページ数，製

造工程ではソースコード行数である.申告に対するエ

ビデンスの提示は求められない.

ソフトウェアの開発対象はLinuxサーバ上でRDBを

使用する CJC++によるアプリケーションι情報表示用
のPCよのソフトウェアで、ある.

計測データは各組合企業の開発現場から各企業単

位に収集し研究のためにSECに集めて分析した.デー

タは大路逓次に収集し，各社へのフィード、パックは 2~

3週鋒に行った分析結果は社関の情報秘壁に配慮し

て各企業毎に，そして PMには全体が傭撒できる形で

フィードパックした.この計概では図3に示すような大路

次の5種の計測方式を用いた.

l)EPMによる計測と分析

EPM によって開発フ。ロセスとフ。ロダ‘クトに関する情報

を取得し，そのアナライザ機能を用いてその推移に関

する分析結果を得た

2)レビュー記録の収集と分析

レビュー記録を，問題記述票と呼ぶ約 30項目からな

る電子フォームを用いて，基本設計と詳細設計に対し

て収集，分析した.主な項医として，レビューで、指掃事

項のあったドキュメントの位置(ドキュメント穏別，ページ，

行など)，問題点，修正内容または検討結果，エラーの

現象，原国や浪人工程，修正工数，それにレビュー人

数や工数の情報を記録・収集した.

3)コードクローン分析ツールによる分析

コード、クローンはソースコード中の類似するコード片

のことで，その分布状況，含有率など、からブロタGクトの

性質を推し量ることができる.今回はソースフ。ロクマラムの

提供を受け， CCFinderとよぶツール15を用いて，ソース

コードからコードクローンの含有状況，含有率を分析し

た.クローン含有状況は，各種のクローン関係メトリック

スと合わせてスキャターチャートと呼ぶダイヤグラムによ

って，全体を鳥轍できるビジュアノレな形で表示される.

プロジェクトの途中で2回計測した.

4)チェックリストを用いた PM，リーダ向けインタビュ

ーによるコンテキスト情報の収集

プロジェクトの管理体制などコンテキスト情報を収集

するため，研究組合の各企業を訪問し，企業内のPM

や開発リーダにSECの作成した約 80項目のチェックリ

ストによる約2時間のインタビュー調査を実施した.この

インタビューに先立ち 30項岳のチェックリストによる自

己診断も行い，インタビュー結果と比較した.このチェッ

クリストは円佃OKの知識領域を参考にSECで作成した

16 この諦査を通して， EPMのような自動収集ツールで、

は収集できない多くのコンテキスト情報を得た.

5)フロロジェクト会議への継続参加によるコンテキスト

情報の収集と分析への反映

さらに各種のコンテキスト情報を得るために，言十浪IJグ

ノレープのメンバの一部がフ。ロジェクトを通してフロロジェク

ト会議に参加し，自動収集では得られない情報を取得

した.これらの活動で得られた情報をすべてのデータ

分析に反映した.

F雄理手

国2 自己申告方式進捗報告様式例

Fig.2 SelfDeclaration Type 

Progress Reporting Format Example 

これらの計測手段は，可能な道具立てを組み合わせ

たものではあるが，ソフトウェア開発のプロセスとブnロダ
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クトの状態推移を多くの視点で効率的にモニタできるよ

う工夫している.自動収集できない情報についても収

集努力をしている.製造工程以降に重点を置いている

が，設計工程に対してもレビュー記銀とし、う形で対象範

囲を広げている.

3.2.プロジェクト計測の有効性

開発グループからの自己申告レベルの報告に依存

する開発体制において，今匝試みたフGロジェクト計測

はフマラックボックスの多いフィールド、の基礎情報を得る

ことができ，具体的なマネジメントに反映で、きた.

たとえば，開発担当各社の以下のような状況を，デ

ータに基づいて認識することができた.

1)ソースコード行数の推移，障筈件数の錐移から，

フ。ロジェクトの進捗，開発量.

これらのデータの推移を追うことで，各社の開発の

進捗状況，規模感を手にとるように{府敵することができ

たー

2)コードクローン含有率，分布から，流用ソフトウェ

アの状況.

出来てきたソ…スコードのコードクローンを分析す

ることで，ソースコードの素性，開発グループの特性を

推し量ることができた.スクラッチで開発されたコード，

大規模な流用部分を持つコード，経験の浅い要員によ

るコード，コード全体の保守性に関する懸念事項，リフ

ァクタリング‘の状況など¥クローン含有とし、う視点からコ

ードの素性を知ることができた.

ソースコードの秘匿されたPMと各開発企業がコー

ドクローンの分析データを共有して議論することは非常

に有用だった.クローン分析は PMのマネジメントに役

立つだけでなく，開発企業にとって， PMがクローン分

析を参照しているとし、うことで，肯定的な効果があった.

たとえば，ある社は，計測されたクローンに対して，将

来の機能の進化を考えてあえてクローンにしてある，と

いう設計思想、を自信をもって主張することがで、きた.

また日IJの例では， 1本化可能な類似の機能が2つ

あったが，片方の機能の社間での仕様調整が遅れ，こ

れが決定したときにはもう一つの機能の製造と試験が

終了していた.そこで、作業効率上コピーを作って遅れ

ていた機能を実現した，とし、うように，フ。ロジェクト全体

のマネジメント上の状況を説明で、きた.このように，コー

ドクローン分析を介したコミュニケーションは，開発企業

にとって設計警に示された機能の充足以上の作業品

質に対する動機付けを生み，高いモラルをもたらすこと

が期待できる.

3)CVSレポジトリの分析から，試行錯誤型開発など

ソースコードへのアク、ンョンの状況

ファイノレ更新状況を様々な角度から分析すること

で，開発の推移を推し量ることが出来た.順調なウォー

ターフォール型の作業による隣発，カットアンドトライの

ある開発，ファイル更新の安定度，後ろ工穏での設計

変更や障害発覚などのインパクト，など手にとるように

見ることが出来た.

4)障害分析により，障害の要因や計測した各種の

重要因と障害の関係を分析できた.特に，樺容の混入工

程など工程品質に関する分析は，開発工穏全体の評

価に役立った.

5)レビュー記銭の分析から，レビューに取り組む各

社の姿勢の粗密.

ワォーターフォーノレ型工程を組みレビューを重視

している企業と，後ろ工程の試験を重視している企業

の差が見えた.レビューに隠し異なる文化を持つ企業

によるパーツが社関結合試験で出会うときのコンフリクト

への備えをすることができた.

6)チェックリストにもとづいた各企業のリーダへのイ

ンタピューにより，一般には秘匿されている各企業内の

開発体制に関する情報を得ることができた.これらの情

報はフ。ロジェクトのコンテキスト情報として，ツールで自

動計測される情報の分析に反映させることができた.

これらの情報を PMに与えることで， PMは各企業の

進捗状況などプロジェクト運営の基礎的な認識を得るこ

とができた.

1)たとえば，ある社は，順調な進捗に見え，クローン

含有率が低く，スクラッチ開発の割合が多く， CVSのレ

ポジトリ分析から，ロジック部分の試行錯誤開発が行わ

れた，と推定された.

2)また53IJの社は，クローン分析とコード量の推移か

ら大きな流用部分をもち，ここの改造の良否が開発を

左布すること，全体規模の膨張から将来のメンテナンス

に課題が残こることが推定された.

3)また別の社は，レビューよりも走行試験を重視し

ていると推定された.

プロジエクト終γ後に全体のPMを含む開発拒当
各社内のリ一ダ

一ド、ノパ〈ツクに関するアンケ一トを実施した.回答の中で

フィードパックの有用性に関する部分を表 lに示す.も

とより本プロジェクトは従来方式のマネジメントだけで、推

進可能なように計閲されていて，今回の実験の計測と

フィードパックは開発担当にとっては冗長な作業という

側部もあったが，そのような条件下でも，各リーダからは
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ブ。ロジェクト運営上有用だったとの回答を得ることがで、

きた.

4.終了f麦のプロジェクトのベンチマーク
データの収集
4.1.ベンチマークデータ収集とナショナルデータベー

スの構築

SEC は産業界からフcロジェクトベンチマークデータの

収集とデータベース構築を開始し， 2005年にソフトウェ

ア企業15杜から1，009プロジェクトのベンチマークデー

タを収集，初期の分析結果をデータ宮警として出版し

た.

収集データ項目は，収集対象の企業がそれまで

に社内で蓄積していた項目， InternationalSo臥;vare

Benchmark Standard Group(ISBSG)打で、の項混などをも

とに， SECの活動の中で調整・設定した.これらは10分

類，約490項目のデータから構成されている.データは

専用の入力フォームによって収集した.

収集したデータの分析から，規模，工期，工数，生

産性，信頼性などの要素別のフ。ロファイルや，し、くつか

の基本的なデータ項目聞の相関が明らかになった.

4.2.ベンチマークデータベースの協調フィjレタリング

収集したベンチマークデータには，この種の収集デ

ータの特徴として多くの欠損データを含み，また多彩な

フ。ロジェクトのものが含まれ，その分析には欠損データ

への工夫と，層別分類などのカテゴライズが必要である.

そこで，入手による分類のほかに，欠損の有るデータセ

ットから類{以度の高いデータをグルーピングする手法で

ある協調フィルタリング含用いた.協調フィルタリングの

特徴は，データセット中の欠損値に対して特別な操作

を行わずに，また特別な変数選択をおこなわずに，そ

のまま分析の入力とする点である.

この手法によるクソレーピングの可能性を計る為に

プロジェクトデータの中から 1つを取り出し，そのデータ

に対してたとえば最終的な工数など一部の値を揺した

まま全体のヂータセットから類似度の高いデータセット

グループを取り出し，そのグループの隠した値に対応

する値，たとえば総工数と穏した値を比較する試みを

行った.すなわち，過去の類似プロジェクトのデータに

基づいた類推見積もりである.大杉らの研究では，一

つのケーススタテ企イで、はあるが，この手法の見積もり予

測手法としての可能性を示している14

今回の先進フ。ロジェクトで、は，ベンチマークデータに

関して基本設計終了時に開発グループごとに全体の

プロジェクト計爾備と基本設計終了時までの笑績{疫を

集め，プロジェクト終了時に残りの実績値を収集した.

基本設計終了時のデータを用いて，過去のフ会ロジェク

トデータベースから協調フィルタリング、により類{以フ=ロジ

ェクトグルーフ。を抽出し，そこからフ。ロジェクト予測を試

みた.

一例として，協調フィノレタリンク守ツーノレで、フαロジェクト

の類似度を計算し，類似度を 1.0-0.0までの 10段階に

区切って穣算し，類似度分布グラフを作成してみた.

図4の一部にそのイメージを示す SECの 1，009件の
ベンチマークデータに対して，先進フ。ロジェクトの 5社

のサブ、システムの基本設計終了時まで、に得たベンチマ

ークデータで、フィルタリンク、、したところ，類似度 0.9から

1.0に含まれるプロジェクトとして，各社70個程度のプロ

ジェクトがグルーピングされたこのことは， SECのベン

チマークデータのように収集された多量のデータセット

に対して，類似、フGロジェクトのグ、/レーヒ。ンクホ手段として

協調フィルタリング、技術が有効なことを示している.さら

にこの技術が進行中の新規ブロジェクトから得られる部

分的なベンチマークデータをキーとして過去データか

ら類似ブ'ロジェクト群を抽出し，フcロジェクト予測に役立

てることが出来ることを示している.

5.プロセスとプロダクトの計測データベ
ースを活用する新しい手法の提案
3.で、述べた進行中のフcロジェクトのプロセスとフ。ロダ、

クトの計測データを，フ。ロジェクト終了後システムに蓄積

すれば，有主主な過去データベースになる.しかしながら

このデータはベンチマークデータと異なり，その活用は

蓄積しただけでは容易でない.

進行中のプロジェクトの計測データは，一般に時間

軸を横軸とする様々な指標の推移を見るものが多く，そ

の指標は絶対的な数値よりも，マクロなトレンドに意味

を持つものが多い.多くはグラフなど人間の模覚に訴え

る物理的なパターンがフaロジェクト運営に関する判断材

料になる.

本論では，このようなプロセス計測データベースの活

用法のーっとして， 4.2で述べた過去フeロジェクトのベ

ンチマークデータベースによる類似フ。ロジェクトのグ、ル

ーピング手法を用いることを提案する.関4にその概念

色以下に，その手)1領を示す.( )に図4中の番号を示

す.

1)まず，各プロジェクトに対し， 4.1で述べたような

ベンチマークデータと3.1で述べたようなフ。ロセスとフ。

ロダクトの計概データを対にして収集し(1)(2)，データ
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ベースに蓄積する(3)(4). 

2)次に，新規のブcロジェクトに対して，プロジェクト途

中までに収集可能なベンチマークデータを収集し(6)， 

これをキーとして協調フィルタリンク守によりベンチマーク

デ、ータベースから類似フ。ロジェクトをクマルーピングして

抽出する(7).

3)次に，この類似プロジェクト群をキーにして(8)， 

プロセスとフ。ロダクトの計腿データベースからそれぞれ

に対応するプロセスとフ。ロタ守クトの計測データを参照し，

プロジェクト予測に反映する(9).これらと，ベンチマー

クデータからの予測(8)，進行中フ。ロジェクトの計測デ

ータ(討を，進行中のプロジェクト運営に皮映する.

ここでの課題は，フィリタリングで得た類似、フeロジェク

ト群のフ。ロセスとプロタ守クトの計測データの活用法であ

る.たとえば，先に述べた例のようにし009件の過去デ

ータベースから 70件の類似度の高いフ。ロジェクトを得

たとすると，計測フ。ラットフォームEPMによるフ。ロセス遷

移のデータやクローン分析ツーノレ CCFinderによるチャ

ートが 70組得られることになる.ベンチマークデータの

場合は70組のデータを得ても，その統計処理，もっとも

単純な例では重み付けの平均をとることなどで，予i'JlIJの

目安を得ることが出来る.しかしながら， EPMによるプロ

セスの遷移や，コードクローンのスキャターチャートの統

計的な活用は容易で、ない.むしろ単純な観察的手法

のほうが実用的である.進行中のプロジェクト計測では

3. 2でlつのケースを紹介したようにプロジェクト状態の

遷移を把握できる.そこで閉じ指標の遷移について，

過去の類似プロジェクトの遷移と比較できれば，プロジ

ェクト運営に多くの示唆が得られると期待できる.

ここで提案した方式はソフトウェア工学に沿った開発

手法として，計測と計測データの蓄積を訴えるなかで，

計測行為の負荷を自動収集機構によって極小に抑え，

蓄積データを最大限に活用しながらその効用を，進行

中のプロジェクトの評価・予測に直接反映させることを

狙っている点に大きな特徴がある.

6.実証環境実読のための計菌
前節で、提案したフ。ロジェクト計測とフィード、ノくックの

仕組みは，これまでの研究と施策を集積したものでそ

の実現性は高いと考えられるが課題もある.すなわちそ

の実現にはプロジェクト計測データベースの構築が鍵

となる.すでにベンチマークデータについてはSECの活

動のなかで，ナ、ンョナルデータベースの運用体制が出

来， 2却O∞O悩6年には1汚9社から1，40∞Oプロジエクトのデ一夕を
収集し2田目の白書が出版されている凶

，プロセスとフ。ロタークトデータの計測については，

計測プラットフォームの普及が必要となる.そこで、 2006

年になって，筆者らは上記の提案の実証潔境実現を目

的に次の2年計画を開始した.

1)年図:計測プラットフォーム(EPMツール群)の

デストリビューションキットの実現

2) 2年目 :10儒のパイロットプロ、ジェクトによる計測と

データベース構築の実説実験の実施

3) 計測データベース活用サービス事業の検討

筆者らは，この計画から得られるツールの普及を図り，

また実証実験の成果を広く共有することで，図 4に示し

た計総と計測データベースの構築，その活用環境の実

現を将来像に描いている.

7.まとめ
ソフトウェア・フ。ロジェクトの計測には，プロジェクト終

了後のベンチマークデータの収集と，進行中のプロジ

ェクトのプロセスとフcロダ、クトのデータ計測がある.

本論では，これまでの筆者らの試みを鳥轍し，実証

されつつある手法を積み重ねて，新規フeロジェクトのフ。

ロジェクト途中までのベンチマークデータをキーとして，

協諒フィルタリング技術を用いて，フ。ロセスとフ。ロダクト

計演uデータベースを活用する方式を提案した.そして，

提案の方式を実現するために開始した新しい計簡を紹

介した.この計額はソフトウェア・プロジェクトに関する国

家あるいは国際レベルのデータベース構築とその幅広

い活用環境の実現と，その有効性の実証を悶指してい

る.

表 lフ。ロジェクト終了後のクツレープリーダへの計測の有効性に関するアンケート結果(一部)

Table 1 Questionnaire Answers from Project Group Leader about Measurement (part) 

N=26 (人)

規模 F意害進捗 路害工稜 障害E京協 コード レビュー分析

推移 分析 分析 クローン分析 (設計評価)

有用/少しは有用 20 21 16 17 18 11 

あまり/全く有用でない 2 1 2 1 O 4 
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